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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

県
消
防
防
災
航
空
隊
と
合
同
訓
練

防災ヘリを使った隊員投入訓練

要救助者を収容した後、隊員を回
収する防災ヘリ

災
害
時
上
下
水
道
の
復
旧
に
協
力

銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
に
は
登
録
が
必
要
で
す

消
防
本
部
か
ら

　

３
月
３
日
に
南
レ
ク
城
辺
公
園
で

愛
媛
県
消
防
防
災
航
空
隊
と
愛
南
町

消
防
本
部
が
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
愛
媛
県
消
防
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
応
援
協
定
に
基
づ
い

て
、双
方
が
救
助
活
動
に
必
要
な
知
識

や
技
術
を
習
得
す
る
目
的
で
行
っ
た

も
の
で
、こ
の
日
は
、防
災
ヘ
リ
か
ら

隊
員
を
投
入
回
収
す
る
訓
練
や
想
定

救
急
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

山
岳
地
に
お
け
る
救
助
を
想
定
し

た
救
急
救
助
訓
練
で
は
、
自
力
歩
行

が
困
難
に
な
っ
た
要
救
助
者
を
消
防

本
部
第
３
小
隊
が
滑
落
現
場
か
ら
防

災
ヘ
リ
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト

ま
で
搬
送
し
、そ
の
後
、県
消
防
防
災

航
空
隊
と
協
力
し
て
、約
25
ｍ
上
空

の
防
災
ヘ
リ
へ
吊
り
揚
げ
救
助
を
し

ま
し
た
。

　

愛
媛
県
消
防
防
災
航
空
隊
の
上う

え

埜の

友と
も

也や

隊
員（
愛
南
町
消
防
本
部
か
ら

派
遣
）は
「
航
空
隊
と
消
防
隊
が
協

力
し
合
っ
て
要
救
助
者
を
ス
ム
ー
ズ

に
収
容
で
き
た
と
思
う
。
災
害
が
お

き
て
も
要
救

助
者
の
救
出

の
た
め
に
全

力
を
注
い
で

い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し

た
。

水
道
課
か
ら

　

２
月
17
日
、
愛
南
町
と
株
式
会
社

フ
ソ
ウ
四
国
支
店
は
、
災
害
時
等
に

お
け
る
上
下
水
道
復
旧
活
動
に
関
す

る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
地
震
や
風
水
害
が
発

生
し
た
場
合
に
、
配
管
な
ど
の
資
機

材
や
人
員
の
調
達
に
つ
い
て
同
社
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
早
期
の

復
旧
に
向
け
て
迅
速
か
つ
的
確
に
復

旧
作
業
を
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

調
印
式
で
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町
長
は
「
巨

大
地
震
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
は

大
き
な
課
題
。
協
定
は
町
の
防
災
力

向
上
に
寄
与
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

株
式
会
社
フ
ソ
ウ
四
国
支
店
八
木

秀
樹
支
店
長
は
「
全
国
に
あ
る
資
材

ヤ
ー
ド
を
活
用
し
、
災
害
時
に
は
資

機
材
、
人
的
支
援
な
ど
可
能
な
限
り

の
協
力
を
行
い
、
水
道
水
の
速
や
か

な
給
水
回
復
と
下
水
施
設
の
復
旧
に

努
め
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
か
ら

　

平
成
29
年
度
の
銃
砲
刀
剣
類
の
登

録
審
査
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
審
査
会
に

お
越
し
の
際
は
、
必
ず
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

偶
数
月
の
第
３
木
曜
日

会
場　

愛
媛
県
庁
第
一
別
館 

　
　
　

11
階
会
議
室（
予
定
）

費
用　
【
登
録
申
請
】 

　
　

１
件
に
つ
き
６
，３
０
０
円

　
【
登
録
証
再
交
付
申
請
】

　
　

１
件
に
つ
き
３
，５
０
０
円

※
日
程
や
実
施
時
間
等
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
２

　

愛
媛
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
７
８
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世
代
越
え
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に「
特
Ａ
」評
価

表彰状を手に持つ清水雅
まさ

文
ふみ

町長

老
朽
危
険
空
家
除
却
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

御
荘
夢
創
造
館
か
ら

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

年
間
を
通
し
て
活
発
な
事
業
を
展

開
し
た
優
良
海
洋
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
で
は
、
全
国
に
所
在

す
る
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
評
価
基
準
に

基
い
て
評
価
・
表
彰
し
て
お
り
、
御

荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
最
も
優

良
と
さ
れ
る
「
特
Ａ
」
評
価
を
12
年

連
続
で
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

セ
ン
タ
ー
は
愛
媛
県
内
に
８
か
所
あ

る
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
中
で
も
最
高
評

価
を
得
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
㈯
、
御
荘
夢
創
造
館
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域

の
方
と
の
交
流
を
目
的
に
行
っ
た
も

の
で
、
町
内
の
小
学
生
18
名
が
参
加

し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
御
荘
ク
ラ

ブ
の
方
と
ペ
ア
に
な
っ
て
８
コ
ー
ス

を
回
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
は
緊
張
し

た
様
子
で
し
た
が
、
コ
ー
ス
を
回
る

う
ち
に
笑
い
声
や
歓
声
が
あ
が
り
、

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
が
出
る
と
ハ
イ

タ
ッ
チ
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
初
め
て

大
人
の
人
と
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
、

交
流
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
」
、

「
次
の
大
会
も
参
加
し
た
い
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

御
荘
夢
創
造
館 

℡
７
２
―

１
１
１
６

建
設
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
町
内
の
管
理
不
全

な
状
態
と
な
っ
た
不
良
住
宅
ま
た
は

空
き
建
築
物
の
除
却
に
係
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
工
事

・
空
家
の
不
良
度
が
一
定
基
準
（
１

０
０
）
以
上
と
判
断
さ
れ
た
住
宅

・
避
難
路
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が

あ
る
住
宅

※
除
却
事
業
者
は
町
内
に
事
務
所
等

が
あ
り
、
愛
媛
県
知
事
許
可
登
録
を

受
け
た
業
者
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
８
以
内

（
限
度
額
80
万
円
）

問
合
せ

　

建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３

建
設
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
住
宅
の
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
等
を
行
う
町
民
の
方
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
住
宅

　

持
ち
家（
親
ま
た
は
子
の
住
宅
を

含
む
。）の
新
築
及
び
増
築
工
事
や
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
等
を
行
う
住
宅（
補

助
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
事
が
、
町

の
ほ
か
の
補
助
制
度
と
重
複
し
て
い

な
い
こ
と
。）

補
助
対
象
工
事

　

住
宅
に
係
る
工
事
費
が
50
万
円
以

上
で
、
町
内
に
事
業
所（
支
店
）を
有

す
る
建
築
業
者
等
が
施
工
す
る
工
事

補
助
金
額

　

補
助
対
象
工
事
費
の
10
分
の
１
に

相
当
す
る
額（
限
度
額
20
万
円
）

※
補
助
申
請
額
が
平
成
29
年
度
予
算

額
に
達
し
た
場
合
、
受
付
終
了
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
補
助

金
の
交
付
は
、
住
宅
１
戸
ま
た
は
申

請
者
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

問
合
せ

　

建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

愛南町職員の給与・定員管理などについて公表します
　地方公務員法（昭和25年法律第261号）第58条の2及び愛南町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基
づき、愛南町の給与・定員管理等を公表します。なお、紙面の都合上、詳細についてはホームページに掲載させてい
ただきます。詳しくは、総務課職員係（℡72－1211）までお問い合わせください。

１　総括
（1）人件費の状況（普通会計決算）

歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ/Ａ）

16,171,128千円 2,984,360千円 18.5％ 

人口 22,843人（平成27年度末現在）
※人件費には、特別職の給与、共済組合負担金、公務災害補償費等を
含みます。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

1,373,805千円 180,007千円 506,123千円 2,059,935千円

一人当たりの給与費 5,464千円（職員数377人）
※職員手当には、退職手当を含みません。

２　一般行政職与料表の状況（平成28年4月1日現在）     

（2）職員の初任給（平成28年4月1日現在）
区　分 愛南町 愛媛県

一般行政職
大学卒 177,318円 180,730円

高校卒 145,106円 147,313円

技能労務職
高校卒 139,386円 140,099円

中学卒 127,745円 124,432円

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成28年4月1日現在）

区　分 10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

一般行政職
大学卒 248,241円 273,598円 305,316円

高校卒 213,645円 246,909円 294,280円

技能労務職
高校卒 － 207,323円 228,075円

中学卒 189,862円 － 232,510円

４　一般行政職の級別職員数等の状況
（1）一般行政職の級別職員数の状況（平成28年4月1日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

職務 主事 主査 係長・主任 課長補佐 課長 総括課長

職員数 30人 54人 71人 56人 30人 2人

構成比 12.4% 22.2% 29.2% 23.0% 12.4% 0.8%

（2）昇給への勤務成績の反映状況
　愛南町職員の勤務成績の評定に関する規則に基づき、毎年1回定期的
に勤務成績の評定を行い、人事管理の基礎資料とし、公務能率の発揮
及び推進を図っています。     
また、人事異動に当たっての希望、勤務状況についての自己評価、現
在の仕事についての成果などを申告する自己申告書を職員に提出さ
せ、人事異動において活用しています。

５　職員の手当の状況
 （1）期末手当・勤勉手当（平成27年度）

区　分 期末手当 勤勉手当 １人当たりの
平均支給額

賞与 2.60月分 1.60月分 1,383千円

 （2）退職手当（平成28年4月1日現在）

区分 勤続20年 勤続25年 勤続
35年

最高
限度額

その他の
加算措置

１人当たり
平均支給額

勧奨・
定年

25.55625
月分

34.5825
月分

49.59
月分

49.59
月分

定年前早期
退職特別措
置（2～20％
加算）

18,032
千円

自己
都合

20.445
月分

29.145
月分

41.325
月分

49.59
月分

14,747
千円

※職務の級等の区分に応じた6段階の調整月額を決め、職員の在職期間
のうち、その月額が高いほうから60月分の合計額を調整額として加算
しています。
※退職手当の1人当たり平均支給額は、平成27年度に退職した職員に
支給した平均額です。

（4）時間外勤務手当

平成27年度
決算

支給実績 69,172千円

職員１人当たり平均支給年額 188千円

平成26年度
決算

支給実績 89,087千円

職員１人当たり平均支給年額 236千円

（3）特殊勤務手当（平成28年4月1日現在）

平成27年度
決算

支給実績 4,656千円

支給職員１人当たり平均支給年額 67,478円

職員全体に占める手当支給職員の割合 18.8%

平成28年度 手当の種類（手当数） 9

３　職員の平均給与月額、初任給等の状況

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

1号級の
給与月額

140,590 190,865 227,192 260,809 287,201 318,109

円 円 円 円 円 円

最高号級の
給与月額

246,961 304,060 350,020 381,129 393,171 410,431

円 円 円 円 円 円

（3）特記事項（給与減額の状況）
管理職手当の見直しを行い、平成21年4月1日から定額制に改
正し、以下のとおり減額支給しています。
平成22年1月から
総務課長（25,000円減額）、消防長等（18,000円減額）、
課長等（15,000円減額）、所長心得（10,000円減額）

総務課から

（1）職員の平均年齢、平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　（平成28年4月1日現在）

職種 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.6歳 301,100円 340,500円

技能労務職 53.6歳 253,000円 260,505円
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６　特別職の報酬等の状況  （平成28年4月1日現在）
区　分 給料月額 期末手当

町　長 770,000円

年間3.15月分副町長 625,000円

教育長 570,000円

区　分 報酬月額 期末手当

議　長 286,000円

年間3.15月分副議長 227,000円

議　員 181,000円

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由

区分

部門

職員数
主な増減理由平成

27年
平成
28年

対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

議　会 3人 3人 0人

総　務 57人 51人 △6人 業務見直しによる減員

税　務 13人 13人 0人

民　生 96人 94人 △2人 業務見直しによる減員

衛　生 40人 32人 △8人 し尿処理施設閉鎖による減員

農林水産 27人 26人 △1人 業務見直しによる減員

商　工 12人 12人 0人

土　木 13人 17人 4人 業務見直しによる増員

小　計 261人 248人 △13人

特
別
行
政
部
門

教　育 69人 72人 3人 退職者不補充による減員、業務見直しによる増員

消　防 47人 48人 1人 業務見直しによる増員

小　計 116人 120人 4人

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病　院 40人 38人 △2人 育児休業者補充、業務見直しによる減員

水　道 13人 13人 0人

交　通 0人 0人 0人

下水道 1人 1人 0人

その他 24人 25人 1人 業務見直しによる増員

小　計 78人 77人 △1人

合　計 455人 445人 △10人

７　職員数の状況

８　職員の分限及び懲戒処分の状況
区分 種類 内容 該当

分限処分

降任
免職
休職
降給

・勤務成績が良くない場合
・心身の故障の場合
・職に必要な適格性を欠く場合
・職制、定数の改廃、予算の減少により廃
職、過員を生じた場合

・刑事事件に関し、起訴された場合
・失職した場合

0件 

懲戒処分

戒告
減給
停職
免職

・法令に違反した場合
・職務上の義務に違反しまたは職務を怠
　った場合
・全体の奉仕者たるにふさわしくない非
行があった場合

戒告
1件 

９　職員の服務の状況
（1）年次有給休暇（平成27年1月1日～同年12月31日）
総付与日数
（A）

総取得日数
（B）

全対象職員数
（C）

平均取得日数
（B/C）

消化率
（B/A）

8,937日 1,761日 228人 7.7日 19.7%

（2）育児休業等の取得状況（平成27年度）
区　　　　　　　分 男性 女性 合計

 育児休業取得者数 － 7人 7人 

 うち新規取得者数 － 6人 6人 

 部分休業取得者数 － － 0人 

 うち新規取得者数 － － 0人 

 深夜勤務及び時間外勤務の制限請求者数 － － 0人 

 うち新規取得者数 － － 0人 

11　職員の福祉
（1）職員の健康保持、疾病予防対策の状況（平成28年度）
　年に1度、職員定期健康診断及び健康相談を実施し、職員の
健康確保に努めました。 
　また、定期的に産業医が職場を巡視し、健康障害の防止及び
快適な職場環境の形成を図りました。

（2）職場の安全衛生の状況（平成28年度）
　労働安全衛生法に基づき、衛生委員会の設置、産業医、衛生
管理者等の配置を行い、快適な職場環境の実現と職場における
職員の安全と健康の確保のため安全衛生管理体制を整備してい
ます。     

（3）福利厚生制度に係る負担状況（平成27年度普通会計決算）  

区分 負担金額

共済組合負担金
愛媛県市町村職員共済組合 449,578千円

愛媛県効率学校共済組合 16,377千円

愛媛県市町村互助会 2,745千円

（4）公務災害の状況（平成27年度)
　平成27年度に公務災害の受理及び認定件数は0件でした。

（5）通勤災害の状況（平成27年度)
　平成27年度に通勤災害の受理及び認定件数は0件でした。

（6）勤務条件に関する措置要求の状況（平成27年度)
　平成27年度に勤務条件に関する措置要求はありませんでした。

（7）不利益処分に関する不服申立ての状況（平成27年度)
　平成27年度に不利益処分に関する不服申し立てはありません
でした。

10　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
職員の勤務能率の発揮及び増進のため、以下の研修を実施しています。

区　　　分 研　修　名　等
職場内研修 接遇接客研修、法政執務研修ほか

職
場
外
研
修

基
本
研
修

階層別研修 新採職員研修、中堅職員研修、係長級研
修、課長級研修

ステージアップ
研修

行政法講座、政策立案講座、マネジメン
ト能力講座ほか

派
遣
研
修

専門研修機関 市町村アカデミー

官公庁 愛媛県
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

国
民
健
康
保
険
ご
加
入
の
方
へ

特
定
健
診
の
受
診
方
法
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所
の
所
長
に

兵
頭
和
樹
医
師
が
着
任
し
ま
し
た

御
荘
夢
創
造
館
運
営
懇
話
会
委
員
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

町
民
課
・
保
健
福
祉
課
か
ら

内
海
診
療
所
か
ら

兵ひ
ょ
う
ど
う頭
和か
ず

樹き　

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所
長

　

４
月
か
ら
国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所

に
赴
任
し
ま
し
た
兵
頭
和
樹
と
申
し
ま
す
。

　

自
治
医
科
大
学
を
卒
業
の
の
ち
愛
媛
県
立
中
央

病
院
で
２
年
間
の
初
期
研
修
を
修
了
し
、
西
予
市

立
西
予
市
民
病
院
で
内
科
医
と
し
て
２
年
間
勤
務

し
た
後
に
当
診
療
所
に
参
り
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
は
北
宇
和
郡
鬼
北
町（
旧
日
吉
村
）で
、
冬
に
は
雪
が
50
―
60
㎝
積
も

る
山
の
中
で
育
ち
ま
し
た
。
宇
和
も
寒
い
と
こ
ろ
で
し
た
の
で
こ
ち
ら
の
気
候

に
も
早
く
慣
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
医
師
と
し
て
の
経
験
も
浅
く
、
加
え
て
診
療
所
勤
務
は
初
め
て
で

す
の
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40
歳
以
上
の
方

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
30
歳
〜
39
歳
の
方

　
（
職
場
健
診
が
受
診
で
き
る
方
を
除
く
）

◆
受
診
方
法　

集
団
健
診
と
医
療
機
関
で
行
う
個
別
健
診
が
あ
り
ま
す

集
団
健
診

個
別
健
診

対　

象

右
記 

①
②
に
該
当
す
る
方

右
記 

①
の
方

場　

所

集
会
所
・
公
民
館
な
ど

町
内
の
医
療
機
関

時　

期

５
月
〜
11
月

５
月
〜
翌
年
の
３
月

受
診
方
法

左
図
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

役
場
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
の
受
付
は
５
月
か
ら

で
す
。

◆
Ｈ
29
年
度
の
特
定
健
診
を
受
け
る
に
は

受
診
状
況
や
申
し
込
み
状
況

事
前
郵
便
物
と
当
日
持
参
物

平
成
27
年
、
も
し
く
は
平
成
28
年

に
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方

健
診
の
２
週
間
前
に
受
診
券
・

問
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。
健
診

当
日
は
、
届
い
た
郵
便
物
と
保

険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
と
同
じ
日
に
実
施
す
る

が
ん
検
診
を
申
し
込
ん
で
い
る
方

右
記
以
外
の
方
（
国
保
に
新
規
加

入
の
方
・
２
年
以
内
に
特
定
健
診

を
受
け
て
い
な
い
方
な
ど
）

事
前
郵
便
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
当
日
は
、
保
険
証
を
持
っ

て
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

御
荘
夢
創
造
館
か
ら

職
務
の
内
容

年
２
回
の
会
議
に
出
席
し
、
御
荘
夢
創
造
館
の
事
業
活

動
や
運
営
全
般
に
関
す
る
審
議
等
を
行
う
。

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円　　
交
通
費
の
支
給
有
り

公
募
人
数

２
名
（
委
員
定
数
10
名
）

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
資
格

町
内
在
住
の
方
で
、
児
童
館
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

募
集
期
間

４
月
１
日
㈯
〜
４
月
30
日
㈰

問
合
せ　

御
荘
夢
創
造
館 

℡
７
２
―

１
１
１
６
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「
海
洋
ク
ラ
ブ
員
」を
募
集
し
ま
す

  

税
務
課
等
か
ら

４
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

固

定

資

産

税

1期分/4期分
全期

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用

料
の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振

替
日
は
翌
月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

「
ま
き
は
ん
べ
作
り
体
験
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

Ｂ
＆
Ｇ
御
荘
海
洋
ク
ラ
ブ
は
、
豊
か
な
人
格
形
成
や

体
力
向
上
を
目
的
に
、
年
間
を
通
じ
て
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
等
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
気

軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格　

町
内

在
住
の
小
学
３
年

生
以
上
の
方

年
会
費　

１
名 

５
，０
０
０
円（
研
修
事

業
等
に
参
加
す
る
場
合
、
随
時
参
加
費

を
徴
収
し
ま
す
）活
動
内
容
や
申
込
方
法

等
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

 

℡
７
２
―

１
１
１
７

町
民
課
か
ら

今
月
の
社
会
保
険
・

 

年
金
一
日
相
談（
予
約
制
）

 

○
４
月
18
日
㈫

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　

電
話
受
付
対
応
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一

般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）に
在
学

す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所

得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

〈
所
得
の
め
や
す
〉
１
１
８
万
円
＋

｛
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
｝

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
29
年
度

も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
は
、

３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字

さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る

方
は
、こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
返
送
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、平
成
29
年
度
分
の
申
請
が
で
き

ま
す（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た

は
、学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
）。

問
合
せ　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
で
は
、「
ま
き
は
ん
べ

作
り
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。山
出
地
区
で
伝
統
的
な
一
品
と

し
て
作
ら
れ
て
い
る
「
ま
き
は
ん

べ
」を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
22
日
㈯ 

10
時
か
ら

場
所　

山
出
「
か
ん
こ
ろ
館
」

定
員　

10
名（
先
着
順
）

体
験
料　

１
人　

１
，０
０
０
円

申
込
締
切
日　

４
月
19
日
㈬

問
合
せ　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
７
２
―

７
３
１
１
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

平成29年度「狂犬病予防注射」の日程をお知らせします
環境衛生課から

月日 地域 場　　　所 時　　　　　間 月日 地域 場　　　所 時　　　　　間

５
月
23
日
㈫

内　
　

海

網代消防倉庫 ８時３０分 ～ ８時３５分

５
月
25
日
㈭

西　
　

海

武者泊分館 ８時５０分 ～ ８時５５分

えひめ南農協魚神山出張所 ８時５５分 ～ ９時０５分  麦ケ浦集会所 ９時１０分 ～ ９時１５分

油袋漁民センター ９時２５分 ～ ９時３０分  福浦公民館 ９時３５分 ～ ９時４５分

家串公民館 ９時５０分 ～ ９時５５分 福浦学校前バス停 １０時００分 ～ １０時１０分

平碆分館 １０時１０分 ～ １０時１５分 樽見集会所 １０時２５分 ～ １０時３０分

須ノ川分館 １０時３５分 ～ １０時４５分 久家集会所 １０時５０分 ～ １１時００分

愛南漁協内海支所 １１時０５分 ～ １１時１０分 役場西海支所 １１時１５分 ～ １１時２５分

役場内海支所 １１時３０分 ～ １１時４５分 内泊集会所 １１時３５分 １１時４０分

御　
　

荘

御荘菊川農村研修センター １３時００分 ～ １３時１５分 中泊集会所 １１時５０分 １１時５５分

平山集会所 １３時３５分 ～ １３時４０分 越田集会所 １３時２５分 １３時３０分

長崎集会所 １４時００分 ～ １４時０５分

城　
　

辺

緑基幹集落センター １４時４５分 ～ １５時００分

長月公民館 １４時３５分 ～ １５時０５分 豊田集会所 １５時１５分 ～ １５時２０分

和口第２集会所 １５時２５分 ～ １５時３０分 長野集会所 １５時４０分 ～ １５時５０分

栄町集会所 １５時５０分 ～ １５時５５分 蓮乗寺バス停 １６時０５分 ～ １６時１０分

節崎コミュニティセンター １６時１０分 ～ １６時１５分 農業共済組合前 １６時３０分 ～ １６時４０分

馬瀬集会所 １６時３５分 ～ １６時４０分 役場本庁 １７時０５分 ～ １７時３０分

御荘文化センター １７時０５分 ～ １７時３０分

５
月
26
日
㈮

城　
　

辺

大僧都集会所 ８時５０分 ～ ８時５５分

５
月
24
日
㈬

御　
　

荘

猿鳴集会所 ８時３０分 ～ ８時３５分 僧都ふれあい交流館 ９時０５分 ～ ９時１０分

旧中浦小学校 ９時０５分 ～ ９時１０分 山出集会所 ９時３０分 ～ ９時３５分

中浦漁村振興センター ９時３０分 ～ ９時３５分 大道集会所 ９時５５分 ～ １０時００分

尻貝集会所 ９時５５分 ～ １０時００分 太場集会所 １０時１５分 ～ １０時２０分

高畑バス停 １０時１０分 ～ １０時１５分

一　

本　

松

上大道集会所 １０時４０分 ～ １０時５０分

赤水コミュニティセンター １０時３０分 ～ １０時３５分 満倉集会所 １１時１０分 ～ １１時１５分

深泥集会所 １０時５０分 ～ １０時５５分 中川コミュニティセンター １１時４０分 ～ １１時５５分

御荘B&G海洋センター １１時２０分 ～ １１時４５分 広見コミュニティセンター １３時３０分 ～ １３時５０分

城
　
　
辺

新浦バス停 １３時１０分 ～ １３時２０分 増田コミュニティセンター １４時１５分 ～ １４時２５分

久良漁協 １３時３５分 ～ １３時４５分 御在所集会所 １４時５０分 ～ １４時５５分

鯆越集会所 １４時０５分 ～ １４時１０分 徳田集会所 １５時１５分 ～ １５時２０分

深浦公民館 １４時３０分 ～ １４時４５分 正木下集会所 １５時３０分 ～ １５時３５分

旧愛南漁協東海支所 １５時００分 ～ １５時１０分 東小山集会所 １５時５０分 ～ １５時５５分

東海公民館 １５時３０分 ～ １５時４０分 小山本村集会所 １６時１０分 ～ １６時１５分

敦盛集会所 １５時５０分 ～ １５時５５分 内尾串集会所 １６時３０分 ～ １６時３５分

脇本集会所 １６時２５分 ～ １６時３０分 一本松保健センター １６時５０分 ～ １７時３０分

城の辺学習館 １７時１０分 ～ １７時３０分

◎予防注射料…１頭につき ３，０００円
　（注射済票交付手数料５５０円を含む。）

◎登　録　料…１頭につき ３，０００円
　（登録は１頭につき１回。※認め印が必要です。）
※混雑を避けるため、お支払いはつり銭のいらないように
　お願いします。
◆該当者には通知ハガキを郵送していますので、当日は必ずご持参くだ
さい。ハガキを忘れた場合、記入していただく書類があります。 問合せ 　環境衛生課 ℡７２ ―７３１６
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在
宅
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
へ
、

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

高
齢
者
支
援
課
か
ら

事
業
名

支
給
内
容

対
象
者

は
り
、
灸
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
等
施
術
費

助
成
事
業

町
指
定
の
施
術
機
関
で
施
術

を
受
け
た
場
合
、
１
回
に
つ

き
１
，０
０
０
円
を
助
成
。

１
日
１
回
、
１
か
月
に
２
回

を
限
度
。

65
歳
以
上
の
方
。
た
だ

し
、
医
療
保
険
で
医
療
費

の
支
給
が
行
わ
れ
る
場

合
、
助
成
の
対
象
外
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業

非
常
通
報
、
火
災
監
視
、
ラ

イ
ブ
リ
ズ
ム
等
を
監
視
す
る

装
置
に
よ
り
、
24
時
間
体
制

で
、
迅
速
か
つ
適
切
な
救
済

体
制
を
図
る
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、
身
体
及
び
環

境
上
等
の
理
由
で
、
緊
急

時
に
通
報
手
段
の
確
保
が

困
難
な
方
。

「
食
」
の
自
立
支

援
事
業

週
４
回
、
昼
食
を
提
供
。
利

用
者
負
担
額　

１
食
４
５
０

円
。

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、

自
身
で
は
食
事
の
準
備
が

困
難
な
方
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
助

成
事
業
（
今
後
、

交
付
条
件
の
拡
充

を
検
討
し
ま
す
。）

補
助
券
は
、
年
間
50
枚
を
限

度
に
交
付
し
、
利
用
は
町
内

の
移
動
に
限
り
、
１
回
の
乗

車
に
つ
き
１
枚
、
１
日
１
往

復
を
限
度
。

券
の
種
類

１
，５
０
０
円
券

（
脇
本
、
中
玉
）

１
，０
０
０
円
券（
猿
鳴
）

８
０
０
円
券

（
左
右
水
、
大
浜
）

５
０
０
円
券

（
そ
の
他
の
行
政
区
）

当
該
年
度
４
月
１
日
で
、

70
歳
以
上
か
、
２
級
以

上
の
身
体
障
が
い
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
乗
合
バ
ス
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留

所（
フ
リ
ー
乗
降
で
き
る

区
間
は
そ
の
路
線
）か
ら

３
０
０
ｍ
以
上
家
が
離
れ

て
い
る
方
。

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課 

℡
７
２
―

７
３
２
５

福
祉
移
送
（
有
償

運
送
）
サ
ー
ビ
ス

事
業

利
用
者
が
町
内
の
医
療
機
関

等
に
定
期
的
に
赴
く
場
合
、

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
対
し
て
助
成
。
利
用
者
負

担 

片
道
５
０
０
円
。

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
こ
と
が
困
難
な
移
動
制

約
者
で
、
常
時
寝
た
き
り

で
、
座
位
が
保
持
で
き
な

い
高
齢
者
等
。

ね
た
き
り
老
人
等

介
護
慰
労
金
支
給

事
業
（
今
後
、
支

給
条
件
の
拡
充
を

検
討
し
ま
す
。）

介
護
者
に
月
額
７
，
５
０
０

円
を
支
給
。
た
だ
し
、
介
護

保
険
適
用
の
通
所
介
護
、
訪

問
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
月
額
５
，
０
０
０
円
を

支
給
。

寝
た
き
り
高
齢
者
と
同
居

し
、
生
計
を
同
じ
く
す
る

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

で
、
６
か
月
以
上
介
護
に

当
た
っ
て
い
る
介
護
者
。

日
常
生
活
用
具
給

付
事
業

火
災
報
知
器
・
自
動
消
火

器
・
電
磁
調
理
器
を
給
付
。

世
帯
の
所
得
税
額
に
よ
り
利

用
者
負
担
あ
り
。

火
の
取
扱
い
に
不
安
を
感

じ
、
低
所
得
で
、
概
ね
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
。

在
宅
ね
た
き
り
老

人
等
紙
お
む
つ
支

給
事
業

尿
取
り
パ
ッ
ド
、
は
く
パ
ン

ツ
な
ど
、
１
か
月
、
１
０
０

枚
程
度
を
予
算
の
範
囲
内
で

支
給
。

町
内
に
引
き
続
き
１
年
以

上
住
所
を
有
し
、
65
歳
以

上
及
び
重
度
身
体
障
が
い

者
で
、
在
宅
で
６
か
月
以

上
寝
た
き
り
状
態
又
は
認

知
症
及
び
身
体
に
障
が
い

が
あ
っ
て
、
常
時
紙
お
む

つ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
。

介
護
用
品
支
給
事

業

１
か
月
７
，
０
０
０
円
相
当

分
の
介
護
用
品
を
現
物
で
支

給
。

要
介
護
４
又
は
５
と
判
定

さ
れ
た
在
宅
の
高
齢
者

で
、
町
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
。
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

医
師
確
保
奨
学
金
貸
付
制
度
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

「
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
」予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
将
来
医
師
と
し
て

愛
南
町
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
従

事
し
よ
う
と
す
る
熱
意
の
あ
る
医
学

生
の
方
に
対
し
、
修
学
に
必
要
な
資

金
の
貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

⑴ 

募
集
資
格　
（
①
〜
④
の
す
べ
て

を
備
え
た
方
）

①
愛
南
町
に
本
人
ま
た
は
保
護
者
の

住
所
が
あ
る
方

②
愛
媛
県
内
の
高
等
学
校
の
卒
業
生 

③
医
学
を
専
攻
す
る
大
学
生（
自
治

医
科
大
学
を
除
く
）

④
愛
媛
県
地
域
医
療
医
師
確
保
奨
学

金
、
医
師
確
保
奨
学
基
金
の
貸
与
者

以
外

⑵ 

募
集
人
員　
（
平
成
29
年
度
） 

　

１
名

⑶ 

種
類
と
貸
付
金
額

①「
入
学
金
等
」　

50
万
円
を
限
度

②「
修
学
資
金
」　

月
額　

20
万
円
を

限
度 

③「
修
学
一
時
金
」　

２
０
０
万
円
を

限
度（
大
学
５
年
生
ま
た
は
６
年
生
） 

⑷ 

貸
付
期
間

①
入
学
金
等
の
貸
付
け
は
、
入
学
す

る
年
度
の
１
回
の
み
と
し
、
入
学
金

等
の
み
の
貸
付
け
は
し
な
い
。

②
修
学
資
金
の
貸
付
期
間
は
６
年
間

を
限
度

③
修
学
一
時
金
は
一
括
ま
た
は
分
割

の
貸
付
け
と
し
、
修
学
一
時
金
の
み

の
貸
付
け
は
し
な
い
。

⑸ 

貸
付
の
決
定

＊
愛
南
町
医
師
確
保
奨
学
金
貸
付
審

査
会
で
審
査
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

⑹ 

返
還
免
除（
全
額
）

①
大
学
を
卒
業
後
２
年
以
内
に
医
師

の
免
許
を
取
得
後
、
貸
付
期
間
の
２

倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に
指
定
医
療

機
関
に
お
い
て
、
貸
付
期
間
と
同
じ

期
間
従
事
し
た
場
合

②
指
定
医
療
機
関
で
従
事
期
間
中
に

業
務
上
の
理
由
で
死
亡
、
ま
た
は
心

身
を
故
障
し
、
奨
学
金
を
返
還
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合

注
）
修
学
一
時
金
は
免
除
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

〈
指
定
医
療
機
関
〉

・
愛
南
町
立
国
保
一
本
松
病
院
及
び

同
附
属
内
海
診
療
所

・
そ
の
他
特
に
町
長
が
認
め
る
医
療

機
関

⑺ 

受
付
期
間

＊
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。（
入
学

金
等
は
入
学
日
か
ら
６
か
月
以
内
）

問
合
せ　

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　

平
成
29
年
度
「
高
齢
者
の
肺
炎
球

菌
感
染
症
」
予
防
接
種
の
対
象
者
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
対
象
と

な
る
方
は
、
一
部
公
費
負
担
に
よ
り

接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
接
種

期
間
は
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
、
接
種

券
と
予
診
票
が
必
要
で
す（
持
た
ず

に
接
種
し
た
場
合
は
自
費
に
な
り
ま

す
）の
で
、
事
前
に
役
場
保
健
福
祉

課
ま
た
は
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
対
象
者  

※
対
象
と
な
る
の
は
今
年
度
限
り
で
す
。

65
歳

昭
和
27
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
28
年
４
月
１
日
生

70
歳

昭
和
22
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
23
年
４
月
１
日
生

75
歳

昭
和
17
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
18
年
４
月
１
日
生

80
歳

昭
和
12
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
13
年
４
月
１
日
生

85
歳

昭
和
７
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
８
年
４
月
１
日
生

90
歳

昭
和
２
年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
３
年
４
月
１
日
生

95
歳

大
正
11
年
４
月
２
日
生
〜
大
正
12
年
４
月
１
日
生

１
０
０
歳

大
正
６
年
４
月
２
日
生
〜
大
正
７
年
４
月
１
日
生

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
も
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
は
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　

生
涯
１
回（
今
ま
で
に

接
種
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
対
象
外

で
す
）

自
己
負
担
金　

４
，０
０
０
円（
生
活

保
護
受
給
者
は
所
定
の
手
続
き
に
よ

り
無
料
）

問
合
せ　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２



p15 広報あいなん 2017.4

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

愛
南
町
人
材
育
成
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

愛
南
町
行
政
評
価
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
が
変
更
と
な
り
ま
す

　

町
民
課
か
ら

　

健
康
保
険
な
ど
に
加
入
・
脱
退
を

し
た
と
き
は
、
加
入
・
脱
退
を
し
た

日
か
ら
14
日
以
内
に
町
民
課
ま
た
は

各
支
所
に
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
国
保
に
加
入
す
る
と
き
】

　

退
職
や
任
意
継
続
保
険
が
喪
失
し

た
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら
外

れ
た
な
ど
、
ほ
か
の
保
険
を
脱
退
し

た
場
合

届
出
に
必
要
な
も
の　

健
康
保
険
資

格
喪
失
証
明
書
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書

類
、
印
鑑

【
国
保
か
ら
脱
退
す
る
と
き
】

　

就
職
や
健
康
保
険
被
扶
養
者
に
な

る
な
ど
、
新
た
な
保
険
に
加
入
し
た

場
合

届
出
に
必
要
な
も
の　

新
し
い
保
険

証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
国
保
の

保
険
証
、
印
鑑

※
届
出
が
遅
れ
る
と
保
険
税
を
遡
っ

て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
必
要

の
な
い
保
険
税
を
納
め
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

町
民
課 
℡
７
２
―

７
３
０
０

企
画
財
政
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
町
の
地
域
づ
く
り

の
担
い
手
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く

り
や
国
際
化
時
代
・
情
報
化
時
代
に

対
応
し
た
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て

「
人
材
育
成
事
業
補
助
金
制
度
」
を

創
設
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
金
額
の
範
囲
】

⑴
国
内
研
修
は
必
要
経
費（
食
糧
費

を
除
く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料

代
）の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
１
人

当
た
り
10
万
円
を
限
度

⑵
国
外
研
修
は
必
要
経
費（
食
糧
費

を
除
く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料

代
）の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
１
人

当
た
り
30
万
円
を
限
度

⑶
学
習
会
、
講
座
及
び
研
修
会
の
参

加
ま
た
は
開
催
に
必
要
な
経
費（
食

糧
費
を
除
く
報
償
費
、
旅
費
、
需
用

費
、
役
務
費
、
使
用
料
及
び
賃
貸

料
）の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
50
万

円
を
限
度

【
補
助
金
対
象
者
】

⑴
町
内
に
居
住
す
る
方
で
、
今
後
も

引
き
続
き
居
住
す
る
意
思
の
あ
る
方

⑵
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
意
思
の
あ
る
方

⑶
町
の
振
興
及
び
活
性
化
に
自
ら
取

組
み
、
か
つ
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
が

果
た
せ
る
方

⑷
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
こ
の
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
交
付
申
請
書
を
事
業
実
施
の

１
か
月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
内
容
を
審
査
し
適
否

を
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ 

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

企
画
財
政
課
か
ら

職
務
の
内
容

愛
南
町
行
政
の
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
評
価
を
行
う

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円

公
募
人
数

２
名
以
上
（
委
員
定
数
10
名
）

任
期

３
年（
平
成
29
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
５
月
31
日
）

応
募
資
格

町
内
在
住
者
で
20
歳
以
上
の
者

募
集
期
間

４
月
７
日
㈮
〜
４
月
28
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

町
民
課
か
ら

　

こ
れ
ま
で
、
保
険
証
の
有
効
期
間

は
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
29
年
度
に
限
り
、
こ
の
有
効
期
間

を
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
７
月
31
日
ま
で
に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
変
更
に
伴
い
、
平
成

30
年
度
以
降
は
、
８
月
１
日
か
ら
翌

年
の
７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
間
と

な
り
ま
す
。

問
合
せ　

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

危
険
物
取
扱
試
験
と
準
備
講
習
会
を
実
施
し
ま
す

消
防
本
部
か
ら

平
成
29
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
第
１
回
）

試
験
日　

６
月
25
日
㈰

会
場　

○
学
生 

吉
田
高
等
学
校
他  

　
　
　

○
一
般 
愛
媛
大
学

願
書
受
付

　

書
面
申
請

　

４
月
11
日
㈫
〜
４
月
21
日
㈮

（
願
書
提
出
先
：
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部
）

　

電
子
申
請

　

４
月
８
日
㈯
〜
４
月
18
日
㈫

試
験
種
類

　

甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類（
吉
田

会
場
は
乙
種
第
４
類
と
丙
種
の
２
種

類
）

受
験
料　

甲
種
＝
５
，０
０
０
円

　
　
　
　

乙
種
＝
３
，４
０
０
円

　
　
　
　

丙
種
＝
２
，７
０
０
円

願
書
配
付

　

消
防
本
部
・
各
消
防
署
・
各
分

署
・
各
地
方
局
防
災
対
策
室

問
合
せ

（
一
財)

消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部

　

℡
０
８
９
―

９
３
２
―

８
８
０
８

準
備
講
習
会（
乙
種
第
４
類
対
象
）

日
時　

５
月
26
日
㈮

〜
５
月
27
日
㈯
の
２
日
間

※
い
ず
れ
も
９
時
〜
16
時

会
場　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部　

４
階
大
会
議
室

受
講
料　

会　

員
＝
６
，６
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員
＝
９
，２
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代

　

法　

令　

１
，４
０
０
円

　

実　

務　

１
，４
０
０
円

　

問
題
集　

１
，７
０
０
円

　
　
　
　
　
（
乙
種
第
４
類
の
場
合
）

申
込
期
間

　

４
月
10
日
㈪
〜
５
月
26
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
８

時
30
分
〜
17
時
15
分
）

そ
の
他　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

宇
和
島
地
区
広
域

事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内

　

宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会
事

務
局

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

７
５
０
１

納　期　月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

納　期　限 5/1 5/31 6/30 7/31 8/31 10/2 10/31 11/30 12/25 1/31 2/28 4/2
㈪ ㈬ ㈮ ㈪ ㈭ ㈪ ㈫ ㈭ ㈪ ㈬ ㈬ ㈪

税　
　

目

町 県 民 税 1期
全期 2期 3期 4期

固 定 資 産 税 1期
全期 2期 3期 4期

軽 自 動 車 税 全期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

介 護 保 険 料
（1号被保険者普通徴収分） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

税
金
は
納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

税
務
課
か
ら

　

平
成
29
年
度
町
税
及

び
介
護
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
期
月

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
税
等
の
納
付
は
、

便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
口
座
振
替

日
は
各
納
期
限
の
日
で

す
の
で
、
振
替
不
能
に

な
ら
な
い
よ
う
に
通
帳

の
残
高
を
よ
く
確
認
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
平
成
29
年
度
の

固
定
資
産
税
納
税
通
知

書
兼
課
税
明
細
書
・
納

付
書（
口
座
振
替
を
ご
利

用
の
方
以
外
）は
、
４
月

17
日
㈪
に
発
送
す
る
予

定
で
す
。

問
合
せ　

税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１
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後列左から中学校の部　最優秀賞　草木原寧
ね

子
ね

さん／

優秀賞　好岡智
とも

紀
かず

さん、髙平なごみさん。

前列左から小学校の部　最優秀賞　松岡愛
まな

美
み

さん／

優秀賞　藤本和
かず

真
ま

さん、島本こはくさん

５
歳
児
健
診
歯
科
表
彰

　

町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診
査
で
、

む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児

健
診
で
は
31
名
の
受
診
者
の
中
で

18
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を

し
て
、き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

  

宇
都
宮　

琉ろ
い 

く
ん 

柏

  

木
口　

惣そ

葵あ 

ち
ゃ
ん 

柏

  

福
永　

琉る

奈な 

ち
ゃ
ん 

柏

  

緒
方
梨り

い

さ

衣
沙 

ち
ゃ
ん 

御
荘
長
月

北
原　

沙さ

野や 

ち
ゃ
ん 

御
荘
平
城

澤
近　

綾あ
や

乃の 

ち
ゃ
ん 

御
荘
平
城

清
水　

悠ゆ

愛あ 

ち
ゃ
ん 

中
浦

清
水　

悠ゆ
う

慎し
ん 

く
ん 

中
浦

清
水　

光こ
う

一い
ち 

く
ん 

御
荘
平
山

笹
本　

果か

暖の
ん 

ち
ゃ
ん 

城
辺
甲

菊
地
寛か

ん

次じ

郎ろ
う 

く
ん 

深
浦

川
村　

茉ま

白し
ろ 

ち
ゃ
ん 

深
浦

幸こ
う

田だ　

雪ゆ
き

那な 

ち
ゃ
ん 

久
良

田
原　

緋ひ

月い
ろ 

ち
ゃ
ん 

一
本
松

西
田　

一い
っ

輝き 

く
ん 

中
川

大
野
朔さ

く

太た

郎ろ
う 

く
ん 

広
見

和
田　

倫り

良ら 

ち
ゃ
ん 

福
浦

中
田　

英え
い

志し 

く
ん 

船
越

〜
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ
〜

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
で
す
か
？

災
害
体
験
談
に
学
ぶ 

感
想
文
表
彰
式

防
災
対
策
課
か
ら

保
健
福
祉
課
か
ら

保
健
福
祉
課
か
ら

　

請
求
期
間
は
、
平
成
30
年
４
月
２

日
㈪
ま
で
で
す
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
に
、
第
十
回
特
別
弔

慰
金
と
し
て
額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
ご
遺
族
等
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
先

　

保
健
福
祉
課
及
び
各
支
所

問
合
せ　

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　

矢
田
部
龍
一
愛
媛
大
学
防
災
情
報

研
究
セ
ン
タ
ー
長
は
、
講
評
で
「
巨

大
地
震
災
害
を
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で

防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
小
中
学
生

の
皆
さ
ん
が
、
豊
か
な
感
性
、
柔
ら

か
い
頭
脳
、
あ
っ
た
か
い
心
を
持
ち

合
わ
せ
て
、
人
の
命
を
大
切
に
す
る

と
い
う
作
品
を
書
い
て
く
れ
る
こ
と

は
、
防
災
対
策
と
し
て
と
て
も
大
事

な
こ
と
。
今
回
受
賞
さ
れ
た
６
つ
の

作
品
に
は
優
れ
た
感
性
が
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
四
国
防
災
八
十
八
話

及
び
愛
南
町
の
災
害
体
験
談
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
先
人
の
経
験
や
知
恵
を

学
び
、
そ
れ
を
自
分
の
経
験
や
知
恵

と
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
防
災

力
と
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

小
学
校
と
中
学
校
の
部
で
そ
れ
ぞ

れ
最
優
秀
賞
１
名
、
優
秀
賞
２
名

が
選
ば
れ
、
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
あ

と
、
入
賞
者
が
感
想
文
を
読
み
上
げ

ま
し
た
。


